
一般社団法人 東京都知的障害児者生活サポート協会 

２０２６年度事業計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 研修会の実施 

（１） 主催研修会を 2 回程度実施する 

第１回（定時社員総会第２部） 

テーマ：『困らない社会のデザイン 

～これからの“社会保障・社会福祉”のあり方について考える～』 

講 師：協会副理事長 小池 朗 

日 時：6 月 2 日（火）会 場：ココブンジプラザ リオンホール 

第２回  検討中  

（２） 4 団体共催研修会 

障害者のご家族、施設職員等を対象に、障害者の関わる映画やパフォーマンスの鑑賞、直 

近の課題についての講演及び今後の障害者福祉を展望するシンポジウムを開催し、気づき 

の場、学びの場とすることを目的とする。 

日程 2027 年 2 月 13 日（土） 

会場 三鷹産業プラザ 

テーマ『成年後見制度の改定について学ぶ（仮題）』 講師は調整中 

共催団体：特定非営利活動法人東京都発達障害支援協会 

東京都障害者通所活動施設職員研修会 

東京知的障害児・者入所施設保護者会連絡協議会 

   協賛団体：一般社団法人全国生活サポート協会 

        株式会社ジェイアイシー 

（３）第 20 回東京大集会 

    日程：9 月５日（土）予定 

会場：東社協 飯田橋セントラルプラザ 12 階 

 当協会は、障害のある方、生きづらさを抱えているご本人やご家族、関係する施設・事業

所の皆様に、より豊かな安全で安心な生活を提供・保障されるよう、常に相互扶助の精神を

基に、後記する諸事業を通して暮らしの支援、制度の拡充・発展を目指すこととする。 

 権利擁護に関する活動として取り組んできた成年後見制度の改正は、法制審議会において

「民法（成年後見等関係）等の改正に関する要綱案」が取りまとめられたことから、今年度

は改正案の具体的な内容を検証するための研修会を実施する。 

 生活サポート総合補償制度は昨年度の改定により、身寄りの無い人もすべての補償を受け

られるようになった。また、今年度の加入のご案内では「あんしんポイント」を掲載し、分

かりやすく、利用しやすい制度になっていることを強調している。これらについて、広く周

知し浸透させていく。 

 

 

 

 

 

 

 



２． 障害のある方の権利擁護に関する活動 

（１） 暮らしの支援・施策制度に関する相談 

電話・メール等での相談事案については、当会としての組織・機能を活かして対応するほか、

相談内容に応じて可能な範囲で専門職や医療機関の紹介を行う。 

（２） 成年後見制度についての活動 

 

３．広報に関する活動 

広報紙「東サポだより」を発行し、会務の報告、研修会の案内、会員の声等を取り上げ、暮 

らしの中での「食の安全への配慮」についてコラムなどで発信する。 

ホームページでは、活動状況や及び取り組みについて掲載し、関連情報等を広く迅速に公開 

することで、内容の充実をはかり、分かりやすいように「見える化」する。 

 

４． 加入の促進・生活サポート総合補償制度の利用推進についての活動 

（１） 補償の充実を目指す・三者会議の実施 

障害者とその家族が、それぞれのニーズにあった補償内容にしていくため、三者会議（当協 

会・AIG 損害保険株式会社・株式会社ジェイアイシー：9 月頃に実施）を開催し協議する。 

（２） 当協会の様々な情報について、SNS（Facebook・Instagram）を利用して発信する。 

 

５. 適正な会員管理 

   会員管理システムを利用し、会員の情報を適正に管理する。 

 

６．会務の運営 

   組織、事業および財政など、適正な運営を図るため、定時社員総会、理事会を開催する。 

 

７．一般社団法人全国生活サポート協会及び関東甲越ブロックとの連携 

（１）一般社団法人全国生活サポート協会 

2026 年度定時社員総会への参加  

日程：6 月 4 日（木）  

会  議 名 期 日 会 場 

監 事 監 査 4 月 24 日（金） 事務局 

定時社員総会 6 月  2 日（火） ココブンジプラザ リオンホール 

理 事 会    

第 1 回 4 月 24 日（金） ココブンジプラザ セミナールーム 

第 2 回 9 月予定  

第 3 回 12 月予定  

第 4 回 2 月予定  



会場：品川区立総合区民会館 きゅりあん 

（３） 関東甲越ブロック会議への参加   

担当：ハンズ生活サポート協会（新潟県） 

日程：11 月 13 日（金）  

会場：新潟東映ホテル 新潟市中央区弁天２丁目１−６ 

（３） 全国生活サポート協会主催 アールブリュット作品展への参加 

会員・非会員に関わらず応募でき、入賞者の作品は生活サポート総合補償制度パンフレット、

ホームページおよびカレンダーなどに掲載される。 

 

８． 他団体からの管理事務の受託 

（１）特定非営利活動法人東京都発達障害支援協会 

（２）東京都障害者通所活動施設職員研修会 

（３）東京知的障害児・者入所施設保護者会連絡協議会 

 

９. 後援 

（１）第 39 回（2026 年度）心をつなげる福祉マラソン大会  

主催：東京都社会福祉協議会知的発達障害部会 

日時：2027 年 2 月 21 日（日）予定 

    会場：調整中 


